
【事業名】宮崎県特定外来生物（ハイイロゴケグモ）防除対策事業
【団体名】宮崎県

令和２年度 生物多様性
保全推進支援事業

実績報告書別紙10－６

宮崎県内では、宮崎港、石崎工業団地周辺（宮崎市）、細島港（日向市）、油津漁港（日南市）、（以下、「生息確認地」と表記する。）
でハイイロゴケグモの生息が確認されている。県では、平成24年度から生息確認地周辺の事業者の協力を得て生息状況調査及び防除を実施し
てきたが、現在も生息が確認される状況である。
このため、本事業において、専門家による調査を実施し、その結果を基に周辺事業者等に対して講習会を行い、効果的な防除を図る。また、
生息確認地周辺の住民等へ注意喚起と駆除方法を案内するチラシを配布し、駆除意識の醸成を図り、ハイイロゴケグモの根絶を目指す。

【事業期間】令和２年度 【事業メニュー】（１） 【交付額】１７６千円

事業の背景・目的

事業の内容

得られた成果

令和元年度（宮崎市、日向市）
① 生息状況調査
・専門家による生息状況調査
・宮崎市及び日向市の生息地周辺に
おける分布域の調査

令和２年度（宮崎市、日向市、日南市）

② 防除実施
・生息地周辺の事業者等への研修
・防除用品の配布と防除の実施

③ 普及啓発
・ハイイロゴケグモへの
注意及び防除方法を示し
たチラシの作成・配布

① 生息状況調査
・専門家による生息状況調査
・生息確認地域周辺における
分布域の調査

③ 普及啓発
・ハイイロゴケグモへの注意
及び防除方法を示したチラシ
の作成・配布

② 防除実施
・生息地周辺の事業者、自治会等への研修
・生息地周辺の事業者等による防除の実施

継続的な生息が確認されている日向市細島、宮崎市石崎工業団地周辺では、昨年度同様、事業者を対象にハイ
イロゴケグモ生息状況一斉調査を行った。結果は発見成体数、卵のう数ともに、昨年度より減少していた。これ
らの地域では、周辺事業者や自治会等を対象に、防除方法に係る講習会を実施、チラシの配布も行い、さらなる
防除意識の向上を図った。
令和２年度は、これら２地域に加え、昨年度、新たに生息が確認された日南市油津漁港、今年度再び生息が確
認された宮崎市宮崎港周辺において、専門家による生息調査を行い、宮崎港周辺では防除や普及啓発を実施した。


